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「科学実験 。もの作り,お りぞめ教室」
の体験で ・

くたのしきの先入観>を ブレゼント:

|「楽しい:寝にもで書る[」が
'寄

心の推進力だ!「

■<煮 千しの解割散室>も 楽しかった I
10月22日 (土)は  吹日子ども科学実験教童てく煮手 しの解割教皇>を しま

した 午前 午後 と2回 の授業.後 半にはくもの「 り>で 「くるくるクラゲJ

作 り 「煮千 しの解割Jは 高松講師て くものFつ >は 佐藤議師.ど ちらも子

どもきφ評価は高くてとても薬 しい実験教菫になつました.

29年度からは 高松講師と差資講師が専

`講

師としてく吹田子とも科学実験

教宣>を 発展させていきます.吹 田市近隣の受議生の普さん |ぜひスタッフと

してのご支援をお願■します.

☆今の 日本でもつとも必要なことは く少 して

て く科学的に■えるた0し 吉>を 知 らせるこ

**

l~

☆皆様のお知り合いに ぜひくSA 子ども教室>を 宣伝してくださぃ ☆子ども

教育支援 世代間交流など :ボ ランティア活動の楽 しさと意鶴」を伝えてくださ

い ☆29年度の力リキュラムをご紹介いただき 曜 業の楽しさJを 伝えてくださ

い。自由まいつでもご説明に伺います |ぜひご紹介ください ||よぅしs願 ぃします

に展講師のくものl●り)く るくるクラ笏

も多くの黎学知鑢を藪え込むこと>で はなく

とだ と私 10考えています.(崚 礫  理学爆士)

*

簡松籠師の く煮平しの解割教皇>|
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2お もしろr子ども科学 手作りおもちや体験J科(シルバーアドバィザー姜咸講座)
201,年凛 【木曜日授彙予定表】麟師:書田 椰元 fまか
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